
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

ボランティア通信 ２０２５．７  Vol．２６１ 

 

なかま 
 発  行  交野市ボランティアグループ連絡会  

  （交野市ボランティアセンター内） 

Ｖ連絡会  E-mail katano.vltr94@ｇmail.com 

Ｖセンター E-mail katabora1994@katano-shakyo.com 

 

ボランティアを 

紹介してほしい人 

ボランティア活動を 

はじめたい人 

ボランティアセンターに 

お問い合わせください 

メール（左横参照）または 

電話 072-894-3737 

 

 

 

 

（１） （４） 

 
 

 

な
か
ま
次
号
発
行
予
定 

令
和
７
年
10

月
６
日
（
月
） 

 

 

 

 

 

   令和７年度活動計画 

明るく、楽しく、ボランティア活動 

健康福祉フェスティバル  

１１月９日（日）：ゆうゆうセンター館内・ふれあい広場 

屋外 ：ふれあい広場で「バザー」と「植木市」で出店 

館内 ：所属グループの活動紹介パネルを展示、並びに 

所属グループによる活動体験など 

市民交流フェスタ   

１２月１３日（土）  13時～ 

ゆうゆうセンター  ４F多目的ホール 

    市民とボランティアとの交流 

    福祉施設等との交流 

 

 

地域のプロや施設と手を結ぼう 

地域で活躍されているプロフェッショナ

ルの方々や、地域の福祉施設との交流

を進めます 

※６月２４日、「まちぷらす」を役員・リー

ダーが訪問しました 

 

 

その他 

 ふくし教育への関心を広めよう！ 

 ボランティア募集のポスター制作 

ボランティア通信なかま 

編集体制と制作方法の検討 

なかま配付方法の検討 

 

 

 

 

～ナツボラ～ 

夏のボランティア体験プログラム 

 ～参加者募集～ 

「
人
と
関
わ
る
の
が
好
き
」 

「
誰
か
の
役
に
た
ち
た
い
」 

「
余
暇
時
間
を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
」 

 

そ
ん
な
思
い
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
カ

タ
チ
に
し
ま
せ
ん
か
。
１
日
だ
け
の
参
加
で

も
大
丈
夫
で
す
！ 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
16

歳
以
上
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
）
の
人 

体
験
以
外
の
活
動
相
談
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

 

 （１）登録ボランティア向け 

インスタグラム講座講師サポート 

募集数  ５名   

対象  1６歳以上(高校生可) 

日時  ８月 19日（火） 13時 30分～15時 

場所  ボランティアセンター 

（２）障がい者との交流「ほほえみ」 

    ベルマーク分別体験 

募集数  ５名 

対象  18歳以上 

場所  ８月 28日（木）10時 30分～12時 

場所  ボランティアセンター 

 

（３）ゲームスポーツ（ｅスポーツ） 

フェスタ運営スタッフ 

募集数  ３名 

  対象  18歳以上 

 日時  ８月 27日（水）13時～17時 

  場所  ゆうゆうセンター 

 

（４）介護衣料「糸ぐるま」 

    拘縮改善（にぎりっこ）作製体験 

募集数  ５名  

対象  18歳以上 

日時  ９月２日（火）10時 30分～12時 

場所  ボランティアセンター 

 

 

 

 

（５）おもちゃ作りとニュースポーツ・演芸 

「玉手箱」  おもちゃ作製体験 

 募集数  ５名 

対象  18歳以上 

日時  ９月 18日（木）13時～14時 

場所  ボランティアセンター 

 

【
体
験
例
】 

 

交野市地域福祉活動計画へ参加 

令和８年度から始まる第５期交野市地域福祉活動

計画について、連絡会もこの計画に参加し、連絡会

の活動目標（アクションプラン）作成に取り組みます 

 

申込：ボランティアセンター 

TEL：０７２－８９４－３７３７   

FAX：０７２－８９１－３３４０ 

 

 

  連絡会からのお知らせ 

 健康福祉フェスティバル・ふれあい広

場、市民交流フェスタの取り組みにあた

って、両イベントの実行委員会を立ち上

げました。第１回実行委員会（合同）を

下記の通り開催します。 

日時  ７月１６日（水）１０時～ 

場所  ボランティアセンター 

 
 

 
 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
「
な
か

ま
」
は
発
刊
以
来
33

年
が
経

過
し
ま
し
た
。
中
断
し
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
６
１ 

号
も
続
い
て
き
た
の
は
驚
き
で
す
。 

そ
の
時
々
の
活
動
や
話
題
を
取
り
上
げ 

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
身
近
な
機
関
紙

を
標
榜
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
使
命
は

ま
だ
「
道
半
ば
」
で
し
ょ
う
か
。 

  

今
年
度
は
「
な
か
ま
」
に
つ
い
て
、
い
ろ
い 

ろ
な
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
て
い
く
方
針 

が
出
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ 

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

ば
」 

 

 

 

Web申込可 

mailto:vltr94@ｇmail.
mailto:katabora1994@katano-shakyo.com


 
 

（３） （２） 

 

私
た
ち
に
と
っ
て
も
こ
の
担
い
手
問
題
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
講
演

の
中
か
ら
担
い
手
探
し
（
な
か
ま
探
し
）
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。 

    ⓵
タ
テ
の
関
係
で
な
く
「
ヨ
コ
の
関
係
」
で

つ
な
が
る 

②
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
得
意
」
を

積
極
的
に
活
用
す
る 

③
若
者
が
活
動
し
や
す
い
環
境
（
ゆ
る
く

地
域
と
つ
な
が
る
）
を
つ
く
る 

④
「
必
要
性
に
基
づ
く
協
働
の
輪
」
を
戦 

 

略
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
誰
に
、
何
を
、 

な
ぜ
、
や
っ
て
も
ら
う
？
」
な
ど
具
体
的

な
役
割
を
示
す 

⑤
担
い
手
と
し
て
「
多
様
な
境
遇
」
の
人

た
ち
を
受
け
入
れ
る 

ま
と
め
て
み
ま
す
と
、
タ
テ
や
個
々
の

グ
ル
ー
プ
単
位
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ヨ
コ
の
関 

係
で
広
く
地
域
の
専
門
職
等
と
協
働
し
、 

無
理
を
せ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
つ

な
が
り
、
新
た
な
人
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
視

点
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
い
え
ま
す
。 

新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
に
は
、

遠
回
り
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
五
つ
の
手
法

を
使
っ
て
「
担
い
手
探
し
」
を
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？ 

 

大
阪
・
関
西
万
博
に
出
展 

令
和
７
年
度
総
会
で
は
、
今
年
の
事
業

計
画
の
柱
と
し
て
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
へ

の
出
展
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
す
そ
野
を
広
げ
る
た
め

の
広
報
・
周
知
活
動
（
連
絡
会
研
修
交
流

会
の
一
環
と
し
て
）
で
あ
り
ま
す
。 

開
催
日
は
７
月
24

日
10

時
か
ら
21

時
ま
で
展
示
開
催
し
ま
す
。
場
所
は
西
ゲ

ー
ト
に
近
い
会
場
で
一
番
西
端
の
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ラ
イ
フ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
す
。 

出
展
内
容
に
つ
い
て
は
、
府
社
協
と
連

携
し
な
が
ら
役
員
会
で
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
外
国
の
人
た
ち
を
は
じ
め
来
場
者

に
大
阪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ど
う
見

せ
る
か
、
国
際
色
も
出
し
な
が
ら
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
が
期
待
に
応
え
る
べ
く
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

一
番
暑
い
時
期 

で
は
あ
り
ま
す
が
、 

ご
来
場
の
際
は
是 

非
お
立
寄
り
く
だ 

さ
い
。 

 

役  職 氏  名（所属市町村） 

会  長 山本 啓一郎（四条畷市） 

副会長 馬場  巡 （交野市） 

  〃 矢上  敬子（吹田市） 

  〃 辻田  保子（八尾市） 

  〃 上東  千草（泉大津市） 

会  計 芦田  三雄（和泉市） 

監  査 大藪  幸雄（茨木市） 

  〃 関野  伸一（松原市） 

 

大
阪
府
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会 

令
和
７
年
度
総
会
／
講
演
会
が
開
催 

5/21 

 

役
員
改
選 

馬
場
氏
が
副
会
長
に
就
任 

 

令
和
７
・
８
年
度
、
大
阪
府
市
町
村
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
役
員
改
選
で
は
、

当
連
絡
会
の
馬
場
会
長
が
副
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
各
役
員
の
氏
名
所
属
市

町
村
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

 

みらいにつながるふくし教育講座から 

    社会的孤立をなくそう！ 
  ５月１４日、「みらいにつながるふくし教育」のテーマ

で、講師の元大阪教育大学教授・ふくしと教育の実践

研究所 ＳＯＬＡ（Ｓｏｃｉａｌ Ｌａｂｏ）主宰 新崎国広氏が、

『ほっとかれへん！子どもたちの未来』、私たちの未来

につながる「ふくし教育」について熱く話されました。 

また福祉教育の実践者として、交野市内の小学校で

現役の先生は、子どもたちが赤い羽根共同募金がど

のように使われているかを知ったり、視覚障がいや高

齢者体験などを通して、障がいのあることの大変さを

実感することで、困った人を助けようという意識が芽生

えている。この体験は大人になっても残るもので、困っ

た人を見れば助けようという意識が蘇ってくるものと感

じています。・・・ 

 いま元気な人も何時、障がいを持つかもしれない。高

齢になれば若い時のようには動けない。そうなっても

「助け上手、助けられ上手」 

で、孤立する人がない世の中 

でありたいというお話は、とて 

も印象に残りました。 

 

 

な
か
ま
探
し 

 

五
つ
の 

 
 

ポ
イ
ン
ト 

 

講
演
会
で
は 

担
い
手
探
し
は
多
面
的
に 

 

引
続
き
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で
は
【
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
「
担
い
手
確
保
」
に

つ
い
て
考
え
る
】
と
題
し
た
、
摂
南
大
学

講
師
上
野
山
裕
士
氏
の
講
演
が
あ
り
、 

岩船小学校で点字体験 

4年生 60人が点字体験 
 

  ふくし教育の一環で、今年度は岩船小学校での点字

体験（４年生２クラス）を６月１３日、５・６時限目に実施

しました。 また「虹の会」スタッフに混じって社協職員と

摂南大学の学生にもお手伝いをいただきました。 

  初めて点字に触れる児童たちに、６点で構成される

点字の成り立ちや配列を知ること、そして点字を読むこ

と、点字を書くことから順次進めました。 

実際に点字を書くときに定規の６点に点筆が垂直に

下りず随分苦労している児童も散見されましたが、みん

なが自分の氏名を書けるようになりました。 

点字体験の感想などは後日「虹の会」に届く予定で 

す。児童たちから 

どのような感想・ 

意見が寄せられる 

のか、楽しみにして 

いるところです。 

地
域
の
プ
ロ
と
手
を
結
ぼ
う
／
「
出
前
講
座
」 

 
 

脱
水
症
・
熱
中
症
か
ら
身
を
守
ろ
う 

 

５
月
20

日
、
き
ん
も
く
せ
い
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
相
談
員
の
五
十
嵐
さ
ん
、
看

護
科
長
の
大
内
さ
ん
よ
り
「
脱
水
症
、
熱

中
症
を
防
ご
う
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

毎
年
暑
く
な
る
と
、
天
気
予
報
で
熱
中

症
の
危
険
度
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
す
が
、

な
か
な
か
「
自
分
が
・
・
・
」
と
は
考
え
ま
せ

ん
ね
。
し
か
し
、
少
し
で
も
無
理
を
す
る

と
大
変
な
症
状
が
起
こ
り
、
命
に
か
か
わ

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
喉
が
異
常
に 

渇
く
、
汗
が
出
な
い
、
だ
る
い
、
ふ
ら
つ
く
、

高
熱
が
出
る
な
ど
は
要
注
意
で
す
。
涼
し

い
所
で
、
衣
服
を
ゆ
る
め
、
首
、
脇
の
下
、

足
の
つ
け
根
な
ど
を
冷
や
す
、水
分
、
塩 

分
を
補
給
す
る
と
よ
い 

そ
う
で
す
。 

し
か
し
、
一
番
は
脱
水
症
、
熱
中
症
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分

補
給
を
心
が
け
る
こ
と
。
も
う
一
寸
と
我

慢
し
て
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
先
ず
は
、

給
水
タ
イ
ム
を
取
る
勇
気
が
大
切
と
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、体
調
の 

変
化
に
気
が
付
き
に
く
い
の
で
、周
り
の 

人
た
ち
が
、
気
を
付
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
と
の
こ
と
で
す
。 

プ
ロ
の
方
の
話
を
聞
く
こ
と
で
「
分
か

っ
て
い
る
つ
も
り
」
の
事
柄
が
「
確
信
」
に

な
る
よ
い
機
会
で
し
た
。 

 

 

 

カ
フ
ェ
風
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
誰
も
が

利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
壁
面
に
は
45

に
区

切
っ
た
「
ま
ち
と
し
ょ
」
の
本
棚
が
整
備
さ

れ
、
書
籍
だ
け
で
な
く
趣
味
や
遊
び
、
広
告

な
ど
双
方
向
の
情
報
発
信
が
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

代
表
の
西
さ
ん
か
ら
「
ま
ち
ぷ
ら
す
」
は

介
護
・
福
祉
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
地
域
密
着
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

目
指
し
て
い
る
と
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。 

 
 

ま
た
連
絡
会
を
は
じ
め
、
各
グ
ル
ー
プ
の

活
動
を
地
域
に
発
信
で
き
る
場
と
し
て

「
ま
ち
と
し
ょ
」
の
活
用
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。 

在宅訪問「陽だまり」 

  メンバー増員でパワーアップ 

「個人宅」 「高齢者施設」 「にじ★カフ

ェ」に出向いて利用者さんとお話をする活動

をしています。昨年度より新メンバー６名加

わり、総勢 16 名のグループにパワーアップ

しました！ 

学びとしては年に一度、講師を招いて「傾

聴」の勉強会があり、その内容を試行錯誤し

ながら取り入れ、日々の活動に生かしていま

す。また月に一度定例会があり、メンバー同

士の情報交換をすることで新たな気付きや

刺激を受け、とても有意義な時間になってい

ます。 

「ゆるく、楽しく」を 

モットーに、みんなが 

無理なく続けられる 

よう工夫しながら活 

動しています。 

 

 

 

点訳「虹の会」 

 

６
月
24

日
、
リ

ー
ダ
ー
研
修
と
し

て
各
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
と
役
員
で

「
ま
ち
ぷ
ら
す
」
を

訪
問
し
ま
し
た
。 

「
ま
ち
ぷ
ら
す
」
は

２
階
が
居
宅
介
護

事
務
所
、
１
階
は 

 

リ
ー
ダ
ー
研
修
で 

「
ま
ち
ぷ
ら
す
」
訪
問 

 

情
報
発
信
と
し
て
の 

活
用
を
検
討 

 

 


